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新 刊 案 内

そういえば、誰にも

“何かを伝えたい”時

期があった…９歳の

冬、たった１部から

始めた手書き新聞

「金岡新聞」が本にな

りました。読めば自

然と笑顔になれる話

満載の１冊。

「�

北
海
道
温
泉
大
図
鑑
」

小
野
寺
淳
子
／
著

「
夜
蜘
蛛
」

田
中　

慎
弥
／
著

「�

汚
れ
ち
ま
っ
た
道
」

内
田　

康
夫
／
著

「�

空
の
拳
」

角
田　

光
代
／
編

「
ス
リ
ジ
エ
セ
ン
タ
ー
１
９
９
１
」

海
堂　
　

尊
／
著

「�

鍵
の
な
い
夢
を
見
る
」

辻
村　

深
月
／
著

「�

永
遠
を
さ
が
し
に
」

原
田　

マ
ハ
／
著

「�

な
ぜ
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
は
、
一
泊
四
千
円
で

や
っ
て
い
け
る
の
か
」

牧
野　

知
弘
／
著

「�

ト
ラ
ン
プ
で
遊
ぼ
う
！
ゲ
ー
ム
・
マ
ジ
ッ
ク
・

占
い
」

上
口　

龍
生
／
著

「�

Ｔ
Ｈ
Ｅ�

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｓ�

３
６
５
人
の
本
屋
さ

ん
が
ど
う
し
て
も
届
け
た
い『
こ
の
一
冊
』」

ミ
シ
マ
社
／
編

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お
す
す
め
の
新
刊

金岡　陸／著

☆
特
集
展
示

　『
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
』

▼�

啓
発
活
動
重
点
目
標
／
み
ん
な
で
築
こ
う

人
権
の
世
紀
～
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持

ち
　
育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心
～

　

12
月
４
日
㈫
～
10
日
㈪
は「
第
64
回
人
権

週
間
」で
す
。

　

人
権
週
間
に
ち
な
み
、
い
じ
め
や
児
童
虐

待
、家
庭
や
職
場
に
お
け
る
男
女
差
別
、パ
ワ

ハ
ラ（
＝
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
／
職
場
で

の
嫌
が
ら
せ
）、差
別
や
偏
見
な
ど
人
権
に
関

す
る
本
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
も「
思
い
や
り
の
心
」

や「
か
け
が
え
の
な
い
命
」に
つ
い
て
、
も
う

一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
場
所
／
特
集
展
示
コ
ー
ナ
ー

☆
年
末
年
始
の
休
館
の
お
知
ら
せ

▼
12
月
30
日
㈰
～
１
月
７
日
㈪

　

休
館
中
、
本
の
返
却
は
図
書
館
玄
関
横
の

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

新
年
は
１
月
８
日
㈫
か
ら
開
館
し
ま
す
。

中央２丁目４番１号

☎（よいほんいろいろ
4 4 4 4

）４８２‐１６１６

金岡新聞

かわいい

かわいそう

ちょっと待って！
野生動物はあなたのペットではありません

餌をあげないで!!
野良猫・カラス・キツネ・野生動物などに餌をあげている方へ

　『かわいい』『おなかを空かせてかわいそう』と、野生動物などに餌をあげる

方がたくさんいます。

　しかし、人から餌をもらうことに慣れてしまった動物は、自力で食べ物を

見つけることをしなくなってしまい、動物本来の生態を失ってしまいます。

　また、餌をあげることで家に居つく・餌を散らかす・ふん尿をする・鳴き声

がする・繁殖する・人に危害を加えるなど、近隣の皆さんに迷惑をかける原因

にもなってしまいます。

　これは、人にとっても動物にとっても、決して良い環境とはいえません。

　野良猫やカラス、キツネ、野生動物などはペットではありません。むやみ

な餌やりは行わないようお願いします。

問い合わせ先／役場町民課衛生係☎４８２‐２９３４（課直通）
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更
科
は
、
北
海
道
内
の
コ
タ
ン
を
訪

ね
歩
き
、
膝
を
折
っ
て
古
老
が
語
る
生

活
や
文
化
な
ど
聞
き
書
き
を
し
て
い
く

う
ち
に「
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
人
に
よ

っ
て
数
多
く
の
ア
イ
ヌ
文
学
、
ユ
カ
ラ

そ
の
他
が
紹
介
さ
れ
て
来
た
。し
か
し

そ
の
多
く
は
ア
イ
ヌ
語
を
日
本
語
に
置

き
換
え
る
作
業
で
あ
っ
て
、
な
ぜ
そ
う

し
た
文
学
が
必
要
と
さ
れ
、
生
ま
れ
そ

し
て
伝
承
さ
れ
今
に
い
た
っ
た
か
に
つ

い
て
の
解
釈
が
、
ほ
と
ん
ど
さ
れ
な
い

ま
ま
に
過
ご
さ
れ
て
来
た
」と
感
じ
ま

す
。自
ら
の
貧
し
い
知
識
か
ら
、
ア
イ
ヌ

の
人
々
の
伝
承
文
学
は
荒
唐
無
稽
の
つ

く
り
話
か
迷
信
だ
ろ
う
、
他
の
民
族
の

文
化
よ
り
自
分
た
ち
の
文
化
が
優
位
で

あ
る
、
と
批
判
す
る
人
た
ち
に
は
理
解

さ
れ
ず
に
い
ま
し
た
。

　

ア
イ
ヌ
文
学
の
世
界
で
は
、
な
ぜ
自

然
の
小
さ
な
昆
虫
や
野
鳥
が
大
事
な
神

と
し
て
伝
承
さ
れ
、
あ
る
樹
木
は
な
ぜ

意
地
の
悪
い
魔
物
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
の
か
。ユ
カ
ラ
な
ど
の
ア
イ
ヌ
歌
謡

の
多
く
は
意
味
の
な
い
音
群
の
繰
り
返

し
な
の
に
対
し
、
な
ぜ
鳥
た
ち
が
う
た

う
歌
に
は
人
の
話
す
言
葉
の
意
味
が
あ

る
の
か
。更
科
は
、
ア
イ
ヌ
の
古
老
た
ち

と
共
に
北
海
道
の
深
く
て
暗
い
自
然
の

中
を
歩
く
う
ち
、
そ
れ
は
迷
信
で
も
つ

く
り
話
で
も
な
く
、
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち

は
自
然
の
姿
を
読
み
取
り
、そ
れ
を
神
の

意
志
と
し
て
文
学
に
描
き
記
憶
す
る
こ

と
で
、
厳
し
い
北
海
道
の
自
然
の
中
で

生
き
て
い
く
た
め
の
教
典
と
し
た
の

だ
、と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
更
科
は
、
日
本
の
い
に
し
え

の
文
学
や
、
現
代
で
は
理
解
し
が
た
い

地
域
の
風
習
な
ど
の
で
き
ご
と
も
、
ア

イ
ヌ
文
学
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
生
活
空
間
で
必
要
と
し
た
深
い

理
由
や
意
味
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

　
『
ア
イ
ヌ
文
学
の
生
活
誌
』は
、北
海
道

新
聞
夕
刊
に
＂ア
イ
ヌ
文
学
を
探
る„
の

題
名
で
、
第
一
部
を
１
９
７
１（
昭
和
46
）

年
１
月
４
日
か
ら
３
月
９
日
ま
で
51
回
、

第
二
部
を
１
９
７
２（
昭
和
47
）年
６
月
１

日
か
ら
７
月
15
日
ま
で
28
回
、
第
三
部

を
同
年
12
月
12
日
か
ら
27
日
ま
で
12

回
、
計
91
回
連
載
し
た
も
の
を
下
敷
き

に
、
加
筆
訂
正
し
て
原
稿
を
改
め
、
出
版

さ
れ
た
も
の
で
す
。

※�

先
月
の
原
野
紀
行
第
91
回
の
中
で
、
最
終
段
落

「
妻
の
妹4

の
夫
、木
版
画
家
・
川
上
澄
生
」と
あ
る

の
は「
妻
の
姉4

の
夫
…
」の
誤
り
で
し
た
。お
わ
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

『アイヌ文学の生活誌』

●更科源藏資料紹介

第
92
回

原

野

紀

行

更科源藏（さらしなげんぞう）
●1904（明治37）年、弟子屈
町熊牛原野（南弟子屈）に生
まれ、1985（昭和60）年に81
歳で逝去。東京麻布獣医学
校を中退した後、尾崎喜八、
高村光太郎に師事し、詩作
を中心に郷土史、アイヌ文
化研究など主に文学活動
を続けた。
▶�弟子屈町で所蔵している
さまざまな資料を紹介す
る。

著書の検印などに使っ
ていた自作のエゾシカ
印

20

北海道新聞1971年１月12日夕刊
「アイヌ文学を探る」⑧コノハズクの物語


